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15)肩 甲舌骨筋 と胸骨舌骨筋の破格が併発 した

稀な1例

○祐川 励起,伊 藤 一三

(奥羽大・歯 ・生体構造)

【緒 言】肩甲舌骨筋(Om)は 上,下 の2腹 と

中間腱からなる細長い筋で,肩 甲骨 と舌骨を連結

している。一方,胸 骨舌骨筋(SH)は 筋腹が1

つの薄い板状筋で,胸 骨と舌骨 を連結 している。

両筋と胸骨 ・鎖骨で囲まれた三角形の部位では,

主 にOmに 関連 した多様 な破格 が出現す るがSH

の破格が併発する例は稀である。
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今回,OmとSHの 破格が併発 した1例 に遭遇

したので,筋 腹構成 を詳細に観察 して出現要因を

考察 した。

【材料と方法】奥羽大学歯学部生体構造学講座 所

蔵の解剖実習用遺体(58歳 男性,死 因は呼吸不全)

において,OmとSHの 破格併発により前頚部 に

生 じた板状の筋を肉眼と実体顕微鏡下で観察した。

【結果 と考察】板状の筋は,舌 骨 を頂 として胸骨,

鎖骨 さらに肩甲骨を底 とする三角形の筋が左右に

生 じた ものであった。 それは,本 来のOmとSH

に加 えてOmとSH過 剰筋(E-0mとE-SH)で 構

成 されていた。基本的な筋腹構成 は左右 ともほぼ

同 じであった。本来のOmとSHの 筋腹構成は左

右 とも正常であった。E-Omは 外側の大部分が

Omに 覆われていたが,肩 甲骨か ら起始 して舌骨

に停止す る板状の筋であった。E-SHは 鎖骨から

起始 して舌骨停止す る板状 の筋で,SH外 側 に並

列 していた。E-SHとSHは 右側が癒着していたが,

左側は分離 していた。なお,E-SHはOm中 間腱

上端の高 さから舌骨 までの範囲でE-Omと 密着し

ていた。そして,密 着 した下端からE-SHに 向かっ

て伸びる腱によって,筋 線維の一部が外側に引か

れて"く"の 字状 になっていた。

OmとSHは,前 頚部 に出現する1つ の筋原基

から生 じる。成長に伴 って,筋 原基下端が内側と

外側 に2分 して前者がSHに,後 者がOmに なる。

そこで本破格例は筋原基下端が2分 してから,そ

れぞれの下端がさらに2分 してOmとE-Om,sH

とE-SHが 形成 されたものと思われた。
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